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第5次沼津市総合計画策定に係る地域別会議第5次沼津市総合計画策定に係る地域別会議

平成31年４月28日 人文字「令和」（1,123人）
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本日の説明内容

１．総合計画とは？

２．地域別会議の目的と役割

３．沼津市の現状と課題

４．沼津市の主な取り組み

５．地域区分の検討

６．会議の進め方

Numazu City
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１．総合計画とは？

Numazu City

3

１．総合計画とは？

例えば… でも…
現実的ではない

◆ どうやってお金を稼ぐ？
◆ いつ実現させる？
◆ 何をすればいい？ など

将来像

面白い漫画を
描けるように

方針

勉強、練習、専門学校
に通う、プロのアシス
タントにつく など

明確な将来像とそれを実現するための方針と取り組みが必要明確な将来像とそれを実現するための方針と取り組みが必要

Numazu City

取り組み
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１．総合計画とは？

市のまちづくりも同じです

市民と行政とが共に目指すべき沼津市の将来像市民と行政とが共に目指すべき沼津市の将来像

市の全ての事業・計画の最上位に位置する

沼津市
総合計画

Numazu City
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第４次沼津市総合計画（Ｈ21・22年度策定）

【将来都市像】

人と環境を大切にする 
県東部広域拠点都市・沼津

【計画期間：10年間】

平成23年度～令和２年度

【事業推進計画：前期５年・後期５年】

前期72事業・後期70事業を推進

１．総合計画とは？ Numazu City
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１．総合計画とは？

元気で
いきいきと
暮らせる

まち

環境に
やさしく、

安全・安心を
実感できる

まち

魅力と活力に
あふれ、

にぎわいに
満ちたまち

将来都市像

人と環境を
大切にする

県東部広域拠点
都市・沼津

３つの方針と

それに基づく取り組みで

目指す将来都市像の実現へ

Numazu City
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１．総合計画とは？

第５次沼津市総合計画の策定
【計画期間：10年間】

令和３年度～令和12年度

令和元年度

令和２年度

市民まちづくり会議（H29）

沼津市総合計画審議会

Numazu City
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２．地域別会議の目的と役割

Numazu City
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２．地域別会議の目的と役割

市全体のまちづくりを進めるためには

地域の特性を活かした地域ならではのまちづくりを進めることが重要

地域別のまちづくりの方向地域別のまちづくりの方向

Numazu City
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第１回第１回

２．地域別会議の目的と役割

ぬまづ地域デザインワークショップ（平成30年度）

（無作為で抽出した市民約6,000人に参加依頼）

参加者 市内各地域の住民 計176名

校区について話し合おう

私たちの地域の未来

○ 校区の現状について ○ 校区のまちづくりの方向

○ 地域の現状と課題 ○ 私たちの地域の未来

市長へのプレゼンテーション

○ 校区の将来像 ○ 地域の将来像

第２回第２回

第３回第３回

Numazu City
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２．地域別会議の目的と役割

第５次沼津市総合計画策定に係る地域別会議

第5次沼津市総合計画の基本計画に定める
「地域別のまちづくりの方向」の策定に向けた地域意見の集約

参加者 市内地区コミュニティ活動に携わる方

（18地区コミュニティ×３名） 計54名
目的

役割

地区コミュニティの活動に携わっている
地域のまちづくりのプロとしての視点で
地域の未来を考える

Numazu City
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３．沼津市の現状と課題について

Numazu City
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沼津市データ （Ｒ元．８．１現在）

人口 １９４，９３７人

世帯数 ９１，９８６世帯

位置

東経 138度52分
北緯 35度06分
海抜 1,380ｍ

（沼津市内最高地）

海岸線延長 ６３．０２１ｋｍ

面積 １８６．９６平方ｋｍ※
面積は国土地理院による。

① 沼津市の生い立ち

３．沼津市の現状と課題

市域の変遷

Numazu City
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② 沼津市の立地特性

首都圏に近い

箱根

伊豆

３．沼津市の現状と課題

周辺には

国際的な観光地

Numazu City
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③ 海山川の豊かな自然

４年連続で全国

有数のきれいな

水浴場に認定

３．沼津市の現状と課題 Numazu City
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沼津アルプス登山を楽しまれる
今上天皇陛下（H26.2）

市中心部を流れる狩野川

３．沼津市の現状と課題

③ 海山川の豊かな自然

沼津アルプス

Numazu City
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④ 特産物（海産物・お茶・みかん）

３．沼津市の現状と課題 Numazu City

19国寺城跡国寺城跡隠の里隠の里

笑園笑園

⑤ 多彩な歴史や文化

沢光治良記念館沢光治良記念館

３．沼津市の現状と課題

芹芹

白白

帯帯

興興

Numazu City
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⑥ 都市機能の集積

３．沼津市の現状と課題 Numazu City

21

⑦ 総人口（世帯・人口一覧）の推移

（資料：国勢調査）

1995年の216,470人をピークに減少に転じ、20年間で20,837人、9.6％減少

（資料：国勢調査、年齢不詳は除く）

３．沼津市の現状と課題

39,079 34,276 30,885 28,224 25,911 22,389 
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144,228 136,574 
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人口減少が見られる一方で、世帯数は増加傾向（特に単身・ひとり親世帯が増加傾向）

Numazu City
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⑧ 将来人口の推計

年 度 合 計
年少人口 生産年齢人口 老年人口 人口割合

（0〜14歳） （15〜64歳） （65歳以上） 年少 生産年齢 老年

2020 187,027 19,254 107,530 60,243 10.3% 57.5% 32.2%

2025 177,377 16,389 100,648 60,340 9.2% 56.7% 34.0%

2030 166,985 14,554 92,264 60,167 8.7% 55.3% 36.0%

2035 156,164 12,991 82,792 60,381 8.3% 53.0% 38.7%

2040 145,086 11,804 71,994 61,288 8.1% 49.6% 42.2%

３．沼津市の現状と課題

（資料：2018.03 国立社会保障・人口問題研究所「日本地域別将来推計人口」）
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Numazu City

23

⑨ 自然動態の動向（出生・死亡に伴う人口の動き）

年度

自 然 動 態

出 生 死 亡 自然
増減男 女 合計 男 女 合計

2014 665 624 1,289 1,218 1,097 2,315 -1,026

2015 643 627 1,270 1,148 1,092 2,240 -970

2016 609 638 1,247 1,217 1,105 2,322 -1,075

2017 579 548 1,127 1,256 1,090 2,346 -1,219

2018 569 521 1,090 1,308 1,186 2,494 -1,404

〇本市の自然動態 （人）

1.42 1.43

1.46

1.46 1.44

1.53

1.36

1.31

1.38

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

1.50

1.55

1.60

1998年～2002年 2003年～2007年 2008年～2012年

沼津市 静岡県 国

（資料：厚生労働省人口動態保健所・市村別統計）（資料：住民基本台帳 外国人を含む）

〇本市の合計特殊出生率の推移

３．沼津市の現状と課題 Numazu City
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⑩ 社会動態の傾向（転入・転出に伴う人口の動き）
〇2011～2015年度の転入・転出 （人)   

〇2011～2015年度の転入・転出に係る年齢区分ごとの分析 （人）

0～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳

総計 -185 -355 -231 -641 -1213 295 -432 -457 -381

三島市 -36 -73 -41 -21 -28 -29 -60 -107 -38

富士市 -25 -48 -17 12 -35 -27 -68 -75 -32

静岡市 -41 -53 -35 -40 -70 12 -82 -71 -58

長泉町 -5 -12 -7 -49 -7 -79 -67 -33 -46

清水町 -18 8 -3 3 -17 -55 -59 -11 -9

その他県内 -40 -107 -23 77 -50 -11 -84 -62 -46

他県 -47 -105 -135 -668 -1151 353 -119 -173 -206

（資料：国勢調査）

３．沼津市の現状と課題
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Numazu City
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⑪ 近年の転出超過の動向

（資料：住民基本台帳。外国人を含む）

7,073 7,194 6,991 7,360 7,778

-8,049 -8,127 -7,693 -7,735 -7,865 

▲ 976 ▲ 933 ▲ 702
▲ 375
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-9,000

-7,000
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-3,000

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

26 27 28 29 30

転入者 転出者 増加数

（単位：人）（単位：人）

年度 転入者 転出者 増加数

25 7,142 -8,333 ▲ 1,191

26 7,073 -8,049 ▲ 976

27 7,194 -8,127 ▲ 933

28 6,991 -7,693 ▲ 702

29 7,360 -7,735 ▲ 375

30 7,778 -7,865 ▲ 87

３．沼津市の現状と課題
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⑫ 産業別就業者数の推移
〇本市の就業者数の推移
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（資料：国勢調査）

（資料：国勢調査）

３．沼津市の現状と課題

〇本市の就業者の産業別割合の推移

Numazu City
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⑬ 工業の動向
〇工業の製造品出荷額等と事業所数の推移
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（資料：工業統計調査）

３．沼津市の現状と課題 Numazu City
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⑭ 商業の動向

（資料：商業統計調査）

3,829 5,095 5,999 

622

636 637 

610

620

630

640

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2012 2014 2016

年間商品販売額（億円） 事業所数

（億円） （事業所数）

〇本市の卸売業の年間販売額と事業所数の推移
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〇本市の小売業の年間販売額と事業所数の推移

３．沼津市の現状と課題

（資料：商業統計調査）

Numazu City
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１．人口減少、高齢者人口の増加

人口減少の抑制が必要

２．ファミリー層の近隣市町への流出、転出超過

４．就業者の減少、製造品出荷額等の減少

５．卸売り・小売り等の商業の伸び悩み

中心市街地商店街の活性化・起業創業支援

企業誘致・企業立地環境の整備が必要

３．沼津市の現状と課題

現状と課題のまとめ現状と課題のまとめ

３．出生数の減少傾向に歯止めがかからない

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

沼津駅周辺総合整備事業沼津駅周辺総合整備事業

沼津駅南第一地区土地区画整理事業

新貨物ターミナル建設予定地・

新車両基地での地質調査

新貨物ターミナル建設予定地・

新車両基地での地質調査

● 用地取得率（R1.7月末現在）● 用地取得率（R1.7月末現在）

新車両基地 約99.8％新車両基地 約99.8％
新貨物ターミナル 約92.8％新貨物ターミナル 約92.8％

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

● 中心市街地まちづくり戦略● 中心市街地まちづくり戦略

中心市街地の目指すべき方向や姿に

関するまちづくりの戦略を示す

中心市街地の目指すべき方向や姿に

関するまちづくりの戦略を示す

Numazu City

沼津アーケード名店街

歩行空間化社会実験（Ｈ30.11月）

沼津アーケード名店街

歩行空間化社会実験（Ｈ30.11月）

沼津市中心市街地まちづくり戦略会議沼津市中心市街地まちづくり戦略会議

沼津市立地適正化計画

中心市街地と各拠点をネットワーク
で連携させ、都市的居住圏で市全体
の活力向上

中心市街地のまちづくり中心市街地のまちづくり

33

４．沼津市の主な取り組み

本市の骨格を形成する主要道路の整備本市の骨格を形成する主要道路の整備

市道0275号線市道0275号線

(都)金岡浮島線(都)金岡浮島線

(都)沼津南一色線(都)沼津南一色線

東駿河湾環状道路東駿河湾環状道路

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

進む西部地域のまちづくり進む西部地域のまちづくり

・「道の駅」の設置検討
・物流など産業拠点としての開発可能性の検討
・東海大学跡地の活用

産業振興産業振興

・「白隠の里」地区、帯笑園、興国寺城
跡等の整備・活用

歴史・文化歴史・文化

● 富士市との連携● 富士市との連携

沼津市西部地域と富士市東部地域における課題の解決

や広域連携強化を推進

沼津市西部地域と富士市東部地域における課題の解決

や広域連携強化を推進

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

公共交通の活性化公共交通の活性化

● 沼津駅ー沼津港間における
EVバスの導入支援

● 沼津駅ー沼津港間における
EVバスの導入支援

● 地域公共交通網形成計画の策定● 地域公共交通網形成計画の策定

● QRコードを活用したバス位置情報サービスの
活用支援

● QRコードを活用したバス位置情報サービスの
活用支援

● 機能的でわかりやすいバス路線マップの作成● 機能的でわかりやすいバス路線マップの作成

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

安定した雇用の創出安定した雇用の創出

奨学金返還支援制度

の実施

奨学金返還支援制度

の実施

民間コワーキングスペースを活用した

まちなか起業の促進

民間コワーキングスペースを活用した

まちなか起業の促進

● 起業創業支援● 起業創業支援

企業の設備投資等への助成や東名沼津IC

北側の開発調査を実施

企業の設備投資等への助成や東名沼津IC

北側の開発調査を実施

● 企業立地促進● 企業立地促進

● 市内企業への就職促進● 市内企業への就職促進

就職支援サイト

「ぬまjob」の運営

就職支援サイト

「ぬまjob」の運営

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

市民参画のまちづくり市民参画のまちづくり

・リノベーションスクールの開催による
新たな人材や事業の発掘

・これまでに生み出されたプロジェクト
やまちのプレーヤーの活動を支援

第４回リノベーションスクール@沼津（Ｈ30.10月）第４回リノベーションスクール@沼津（Ｈ30.10月）

● リノベーションまちづくり● リノベーションまちづくり

民間ならではの発想で沼津を元気にする「まちづくり活動」を支援

地域活性化に資するまちづくり活動への支援地域活性化に資するまちづくり活動への支援 まちづくりに資する施設整備等への支援まちづくりに資する施設整備等への支援

● 民間支援まちづくりファンド● 民間支援まちづくりファンド

Numazu City
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小中学校における危険箇所は全て撤去・改修

● 危険なブロック塀への対応● 危険なブロック塀への対応

４．沼津市の主な取り組み

安心して子育てできるまちづくり安心して子育てできるまちづくり

令和元年度から2か年で全ての小中学校普通教室及び
特別教室に整備

● 小中学校普通教室へのエアコン整備● 小中学校普通教室へのエアコン整備

門池小学校

３➔５クラブ

門池小学校

３➔５クラブ
原小学校

２➔３クラブ

原小学校

２➔３クラブ

● 放課後児童クラブの待機児童対策● 放課後児童クラブの待機児童対策

35➔38クラブ

（市内22校に設置）

35➔38クラブ

（市内22校に設置）

Numazu City

千本小学校のブロック塀改修

（Ｈ30年度）

千本小学校のブロック塀改修

（Ｈ30年度）
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４．沼津市の主な取り組み

地震津波対策地震津波対策

● 津波避難ビルの登録● 津波避難ビルの登録

ブロック塀等の撤去・

改善に対する補助

ブロック塀等の撤去・

改善に対する補助

非耐震木造住宅の

除却・耐震補強工

事に対する補助

非耐震木造住宅の

除却・耐震補強工

事に対する補助

● 災害時の避難路確保のための各種支援● 災害時の避難路確保のための各種支援

● 災害ボランティアコーディネーター
や女性防災リーダーの育成

● 災害ボランティアコーディネーター
や女性防災リーダーの育成

Numazu City
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４．沼津市の主な取り組み

スポーツのまちづくりスポーツのまちづくり

● 各種スポーツイベントや東京
オリンピック・パラリンピッ
ク事前合宿の誘致

● 各種スポーツイベントや東京
オリンピック・パラリンピッ
ク事前合宿の誘致

● 新市民体育館の整備● 新市民体育館の整備

整備イメージ図
● サイクルツーリズムの推進● サイクルツーリズムの推進

Numazu City
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５．地域区分の検討

Numazu City
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５．地域区分の検討

第４次沼津市総合計画の地域区分

歴史的な沿革や地理的条件、地域特性などから
６つの地域区分を設定

西 部 地 域

東 部 地 域

中 央 地 域

中央西地域

南 部 地 域

中央南地域

：原・浮島・愛鷹

：金岡・大岡・門池

：第一・第五

：今沢・片浜・第二

：静浦・内浦・西浦・戸田

：第三・第四・大平

Numazu City
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５．地域区分の検討

第４次沼津市総合計画の地域区分

西部
地域

中央西
地域

東部
地域

南部
地域

中央南
地域

中央
地域

安全・安心を実感し、
自然と歴史の息吹を感じる
快適なまち

人・ものが行き交うにぎわいと、
快適な生活環境が調和したまち

人が集まり、人が育つ、
県東部の「かお」となるまち

良質な居住環境と、
海・山・川の豊かな自然が共存する、
快適で人が集まるまち

海辺でつなぐにぎわいと、
活力ある産業が息づくまち

自然と共生した、
住んでよく訪れて楽しいまち

（原・浮島・愛鷹） （金岡・大岡・門池）

（今沢・片浜・第二）

（静浦・内浦・西浦・戸田）

（第一・第五）

（第三・第四・大平）

Numazu City
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AOIパークの開設 ２つのSIC開通 ららぽーと沼津のオープン

白隠の道・帯笑園などの整備 プラサヴェルデなど市街地整備 アスルクラロ沼津の誕生

ラブライブ!サンシャイン‼ 沼津駅ー沼津港EVバスの運行 リノベーションまちづくり

５．地域区分の検討

いろいろな動きいろいろな動き

Numazu City
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５．地域区分の検討

第５次沼津市総合計画の地域区分

歴史的な沿革や地理的条件、地域特性などに
市の取り組みやこれまでの主な動きなどの
社会変動を考慮し ４つの地域区分を設定

西 部 地 域

北 部 地 域

中 央 地 域

南 部 地 域

：原・浮島・愛鷹・今沢・片浜

：金岡・大岡・門池

：第一・第二・第四・第五

：第三・大平・静浦・内浦

西浦・戸田

西 部

北 部

中 央

南 部

Numazu City
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５．地域区分の検討

西部地域
原
浮島
愛鷹
今沢
片浜

文文

文
文 文

文
文

文文

文

文

NEOPASA駿河湾沼津SA

愛鷹PA

愛鷹中学校

愛鷹小学校

片浜中学校

片浜小学校

原中学校

原小学校 原東小学校

今沢小学校

今沢中学校

浮島中学校
浮島小学校

沼津市立病院原駅

片浜駅

AOIパーク

ららぽーと沼津

カインズホーム

∴ 興国寺城跡

∴
千本松原

沼津西病院

文
市立看護専門学校

ニューウェルサンピア沼津

片浜地区センター

原地区センター

浮島地区センター

愛鷹地区センター

今沢地区センター

愛鷹山

２つのSIC
の開通
２つのSIC
の開通

ららぽーと沼津
の開業

ららぽーと沼津
の開業

AOIパーク
の開設
AOIパーク
の開設

原駅周辺
の整備推進
原駅周辺
の整備推進

１つの圏域として
今後の大きな発展が見込まれる西部地域

Numazu City

天然温泉ざぶ～ん
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沼津IC

文

文 文

文

文

文

文
文

文

沢田小学校

門池中学校

門池小学校

大岡南小学校

金岡小学校
金岡中学校

大岡中学校

大岡小学校
沼津高等学校中等部

大岡駅

門池地区センター

金岡地区センター

大岡地区センター

文
文加藤学園飛龍高校

文

文

文

城北高校

沼津東高校

暁秀高校
文 沼津工業高専

５．地域区分の検討

北部地域

人口の維持
または増加
人口の維持
または増加

愛鷹運動公園

交通アクセス
の良さ

交通アクセス
の良さ

多くの
学校施設
多くの
学校施設

多様な機能の集積で
利便性が高く住環境の整った北部地域

商業施設・企業
・研究機関の集積
商業施設・企業
・研究機関の集積

金岡
大岡
門池

明治史料館

ぐるめ街道
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５．地域区分の検討

中央地域
文 文

文
文

文

文

文 文
文

文

文

沼津高等学校中等部第五中学校

第五小学校

開北小学校

第一中学校

第一小学校

第四小学校

第四中学校

文
沼津中央高校

文誠恵高校 文
桐陽高校

第二小学校

文
沼津西高校

千本小学校

第二中学校 ◉

∴千本浜公園

第五地区センター

第四地区センター

第一地区センター

第二地区センター

プラサヴェルデ

沼津駅

沼津市役所

新市民体育館

市民文化センター

沼津警察署

■

■

■
市立図書館

市民体育館

県東部総合庁舎
■

香貫山

■
保健センター

■
■

沼津郵便局

市営球場

地裁沼津支部

沼津駅を軸とした
市の中心核

沼津駅を軸とした
市の中心核

中心市街と
沼津港の連携
中心市街と
沼津港の連携 各種行政機関や

公共機能の集積
各種行政機関や
公共機能の集積

沼津駅周辺総合
整備事業の推進
沼津駅周辺総合
整備事業の推進

沼津駅と沼津港を結び
都市機能集積エリアとして発展が見込まれる中央地域

Numazu City

第一
第二
第四
第五

沼津港
沼津港深海水族館
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５．地域区分の検討

南部地域 文 文

文

文

文文
文

文文

文

戸田小学校

戸田中学校
道の駅くるら戸田
（戸田地区センター）

真城山
金冠山

∴

∴

御浜

淡島

∴ 大瀬崎

西浦小学校

西浦地区センター 西浦保育所

⾧井崎中学校

内浦地区センター

内浦小学校

静浦地区センター静浦小中一貫学校

御用邸記念公園

第三小学校
第三中学校
第三地区センター

大平小学校
大平中学校

大平山鷲頭山静浦バイパス

大平地区センター

らららサンビーチ

∴
⾧浜城跡

文
沼津工業高校

静浦バイパス整備による
エリアアクセスの向上
静浦バイパス整備による
エリアアクセスの向上

豊かな自然と多様な地域資源の磨き上げで
地域産業のさらなる発展が見込まれる南部地域

海の魅力を活かした
地域産業の振興

海の魅力を活かした
地域産業の振興 山間地の恵みを活かした

地域産業の振興
山間地の恵みを活かした

地域産業の振興

多様な地域資源
による認知度向上
多様な地域資源
による認知度向上

Numazu City

第三
大平
静浦

内浦
西浦
戸田

静浦漁港

あわしまマリンパーク

伊豆・三津シーパラダイス
大瀬海水浴場

井田海水浴場

オートキャンプ場
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５．地域区分の検討

今沢・片浜・第二

第三・第四・大平

第４次沼津市総合計画
原・浮島・愛鷹

金岡・大岡・門池

第一・第五

静浦・内浦・
西浦・戸田

第５次沼津市総合計画
原・浮島・愛鷹・
今沢・片浜

金岡・大岡・門池

第一・第二・
第四・第五

第三・大平・
静浦・内浦・
西浦・戸田

Numazu City
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６．会議の進め方

Numazu City
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６．会議の進め方

・市の現状課題説明

・地域区分の説明

・地域別の現状課題等の説明

・地域別ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（地域の特徴と課題）

・第5次沼津市総合計画基本構想の説明

・地域別まちづくり方針（案）の検討

第１回会議

第２回会議

第３回会議

８/24
（本日）

北部・中央

11/10

西部・南部

11/24

３月

現状課題説明

沼津市総合計画審議会

第１回

基本構想骨子案の提示

部会の設置

第２回

部会審議

第３・４回

部会審議内容とりまとめ

第５回

市長へ基本構想答申

７/23

９/３

10月
11月

11月
下旬

12月

令和元年度

引き続き地域別まちづくり方針を検討

令和２年度

基本計画に関する検討

Numazu City
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６．会議の進め方

このあとは 地域ごとに集まっていただきます。

第１練習室

第２練習室（この会場です）
北部地域

南部地域

西部地域

中央地域

：金岡・大岡・門池

：第三・大平・静浦・内浦・西浦・戸田

：第一・第二・第四・第五

：原・浮島・愛鷹・今沢・片浜

Numazu City
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平成31年４月28日 人文字「令和」（1,123人）

これからの地域のさらなる発展のため

皆さんの活発な意見交換をお願いします。


